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仕事の幅を広げて
自分のスタイルを確立しよう

時代が求めるキャリアアップとは



“キャリア”は自分でつくるもの
“キャリアアップ”の道は自ら切り開くもの

働く女性を取り巻く環境は大きく変わりました。女性が活躍する舞台とチャン

スは広がり，仕事と生活のスタイルも自由度が増したように見えます。

しかし，働く女性は，本当に自由になったのでしょうか。キャリア上のさまざ

まな悩みや迷いから解放されたのでしょうか。

キャリアアップセミナーやキャリアカウンセリングを通じて，多くの働く女性

と接し，生の声を聞く機会も多くあります。そこで気づくのは，一人ひとりが抱

えていらっしゃる迷い，悩みは，昔と変わらないものがあるという現実です。

�結婚，出産，子育て，介護といったライフイベントに直面したとき

�制度上は男女平等といっても，見えない天井や壁に突き当たったとき

�女性であることのハンデを自ら感じてしまったとき

�職場風土や人間関係に息苦しさを感じたとき

こうしたキャリアの節目で悩む姿も，そして案外簡単に「仕事をとるか，家庭

をとるか」と短絡思考に陥ってしまう点も，女性が活躍しやすい時代になったと

言われているにもかかわらず，変わらぬ問題が依然として底流にあることを物語

っています。

その決断が，きちんと現状を吟味し，将来を見据えたうえでのものならば，言

うことはありません。しかし，世の中の流れや制度上の優遇策もあまり知らない

まま，女性に対する期待も理解しないまま，さらには自分の適性や価値観さえま

だ自覚していないまま，安易に決断してしまうケースが多いように思えてなりま

せん。

それは才能を開花させるチャンスを自ら放棄しているのではないでしょうか。

せっかく身につけた「仕事力」をその後のキャリアにつなぐことができないのは，

惜しまれてなりません。「どうせ頑張ったところで…」と最初からあきらめると

ころからは，豊かな未来は開けません。

“キャリア”は自分でつくるものですし，“キャリアアップ”の道は自ら切り開

くものです。

時代の変化を読み，女性に対する期待を知り，自己理解を深め，そして，あな

たならではのキャリアアップ戦略を打ち立ててほしいと願います。

それでは，キャリアアップをめざして，力強く一歩を踏み出しましょう。
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働く女性を取り巻く環境は
どう変わったか11

働く女性を取り巻く環境は，大きく変化したといわれます。実際にど

のような変化を遂げてきたのか，これまでの大きな“うねり”をつかん

でおくことにしましょう。

少し古いところからひもといてみると，昭和３０年代には，多くの働く

女性は「花のＢＧ（ビジネスガール）」といわれ，代表的な仕事は，お

茶汲み，清書，伝票記帳などでした。そのころの女性社員の教育はどう

かというと，企業のイメージメーカーとして使いやすく感じのよい補助

職の育成を求めて，接遇訓練，技能訓練，態度訓練が盛んでした。多く

の女性は「にこやかに」「正確に」をモットーに働いていました。

昭和３５年の女性雇用者数は７３８万人でしたが，昭和４２年には１，０００万の

大台に乗りました。このころから，女性労働への期待に変化が生じてき

ます。女性の割合が増えたデパート，スーパー，銀行，保険，商社，電

話局，弱電メーカーの現場などでは，女性集団をまとめる「女性リーダ

ー」，新人女性を指導する「マンツーマン・リーダー」などが誕生しま

した。

私が社員教育の仕事に関わるようになってから三十数年が経過します

が，この間の女性の「職業」への関わり方は大きく変化しています。そ

れを数字で見てみましょう。

図表Ⅰ・１は，女性労働力人口などについて，昭和４９年（１９７４年）と

平成１８年（２００６年）のデータを並べてみたものです。女性雇用者数が約

２倍に増えていることが目を引きます。

図表Ⅰ・１ 約３０年間で女性労働力はどう変わったか
（単位：万人）

年 度 労働力総人口 女性労働力人口 女性就業者数 女性雇用者数

昭和４９年（１９７４年） ５，２７４ １，９９６ １，９７０ １，１７１

平成１８年（２００６年） ６，６５７ ２，７５９ ２，６５２ ２，２７７

出所：総務省統計局「労働力調査」
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昭和４９年は，前の年の石油危機の影響で，特に女性の雇用状況は停滞

していました。しかし昭和５０年の「国際婦人年」を控え，男女差別是正

については，関心が高まり出していたときです。

雇用者全体に占める女性の割合は，昭和４９年は３２．４％であったのが，

平成１８年は４１．６％にまで上昇しています（総務省統計局「労働力調査」）。

勤続年数も，昭和３５年は３．６年，昭和４９年は５．５年，そして平成１８年に

は８．８年となっています（厚生労働省「賃金構造基本統計調査」）。かつて一

般的だった「結婚退職」「出産退職」が，昨今では減少してきています。

少子化により子育ての時間が短縮されたことや，平均寿命が延びたこ

とで，「自分を生きる」時間がたっぷりとあります。それだけに，出産

前に自分の仕事能力をいかに高めておくかは，その後の仕事人生を大き

く左右するのではないでしょうか。

ワークスタイルとして「継続就業」が増えてきましたが，日本の働く

環境を考えると，子育てのためにいったん退職したいと望む女性は，ま

だまだ多いようです。それは，独身女性の理想とするライフコースの推

移（図表Ⅰ・２）にも如実に表れています。

（備考）１．国立社会保障・人口問題研究所「出産力調査」（１９８７年），「出産動向基本調査」（１９９２年，９７年，２００２
年）により作成。

２．「あなたの理想とする人生はどのタイプですか。」という問に対する回答の割合で，選択肢は以
下の六つである。なお，「DINKS」「非婚就業」「その他」は記載を省略してある。
「専業主婦」：結婚し子どもを持ち，結婚あるいは出産の機会に退職し，その後は仕事を持たない。
「再 就 職」：結婚し子どもを持つが，結婚あるいは出産の機会にいったん退職し，子育て後に

再び仕事を持つ。
「継続就業」：結婚し子どもを持つが，仕事も一生続ける（原文では「両立」）。
「DINKS」：結婚するが子どもは持たず，仕事を一生続ける。
「非婚就業」：結婚せず，仕事を一生続ける。
「そ の 他」

３．回答者は，全国の１８～３４歳の未婚女性（１９８７年：２，４２３人，９２年：３，３７１人，９７年３，３５４人，２００２
年：３，２７１人）である。

図表Ⅰ・２ 独身女性の理想とするライフコースの推移

男女差別是正

「自分を生きる」時間

継続就業

出所：平成１８年版「国民生活白書」内閣府
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